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新年、明けましておめでとうございます！ 

皆様には、健やかに新春を迎えられたことと、お慶び申し上げます。 

また、昨年はたくさんのご圧情を頂きありがとうございました。今年もたくさんの 

ワンちゃん猫ちゃんに会えるのを楽しみにお待ちしております！寒い日が続きますが、 

体調を崩さぬようご自愛ください。 

ビバドッグ 八王子本店 八王子市寺町５６－１グレースヒルズ１０１ 

ご予約優先☎ ０４２－６２３－８１１５ 

OPEN9:30-19:00 木曜定休 トリミング ビバドッグ☜検索 

2 月冬休みのお知らせ 

誠に勝手ながら下記の期間 

お休みをいただきます。 

2 月 12 日（火）から 16 日（土） 

上記期間のペットホテルは大和田店もしくは

西八王子店をご利用くださいませ。 

◆しもやけに注意! 

寒くなると、散歩に行きたくない犬もいれば、寒さなんてへっちゃらな犬も。 

そんな寒い季節の散歩、寒くて、寒くて手足が凍りそうになりますね。 

特に雪の多い地方では、雪が積もっている中を裸足で歩いているワンちゃんって大丈夫なの？と思ったことはありませんか？ 

人間と同様、犬も、しもやけになってしまうことがあります。雪が少ない地方でも寒いとしもやけになってしまう可能性は十分にある

のです。雪が降らないからと言って、防寒対策をせずにいたらしもやけになってしまいます。 

しもやけと言えば、手や足になることを考えてしまいますが、犬は実は耳も非常にしもやけになりやすい箇所なのです。 

しもやけになりやすい部分は、耳、頬、肉球、尻尾などが考えられます。 

具体的にどんな犬種がしもやけになりやすいかというと、まずは耳の大きな犬種です。 

『ビーグル』・『ダックスフンド』・『キャバリア』⇒対策としてスヌードが有効です！ 

また、寒さに弱い犬種も注意が必要です。 

• 『チワワ』・『ウィペット』・『ミニチュアピンシャー』などです。 

•  

• しもやけは、長時間冷やされることで温度差がうまれて耳や足などの露出している部分の血行が悪くなって痒みが出る症状です。

冷たい雪の中を歩いていると、足が濡れて冷やされてしまいます。 

• そしてその濡れた足をそのままにしておくと、表面温度が下がってしもやけになってしまいます。 

• しもやけは痒く、ワンちゃんは痒みの我慢ができずに噛んだり舐めたりしてしまいます。噛んだりしてしまうと傷ができてしまったり、

しもやけをそのまま放っておくと、ひどい場合には凍傷になってしまったりすることもあります。ですので、もし愛犬が雪道からの散

歩の帰宅後に足が濡れていたら、お湯で足をしっかり洗って温めてあげて、ドライヤーなどで乾かしてあげることが大切です。 

• しもやけは血行が悪くなると起こってしまうので、マッサージなどもしてあげるといいでしょう。 

• 冬のお散歩は気を付けましょうね！ 

◆猫のひげは金運を招く！？ 

自然に抜け落ちた猫のひげにはご利益が 

あり、抜けたひげを持ち歩くと厄よけや、

金運お守りになるといわれています。 

 

※ここで注意したいのはお守りになるひげ

は「自然と抜け落ちたもの」ということ。 

猫から無理やり抜いて拝借したり、ハサミで

切ったりはしてはいけませんよ！ 

 


